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❶：��新垣 結衣　セカンドアルバム“hug”より
※デザイン：Haruka Ishii

❷：�モデル：土岐田 麗子
❸：�大沢 樹生　自伝本『昨夜未明、大沢樹生が死にました
…』（カンゼン刊）より

❸
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バレリーノが舞う
夕子のカメラが呼吸する

　とにかく笑顔がいい。スタジオアシス
タントとの打ち合わせも笑みを絶やさ
ずスタジオ内を動き回る。撮影の準備に
も緊張感が漲るというのではなく、彼女
の人柄そのままの柔らかな空気が漂う。
それは生来のものというだけでなく、多
くの場数をこなしてきた技でもあるの
だろう。
この日は、某化粧品製造 ・ 販売会社の
PR誌の撮影だった。モデルはバレエダ
ンサーの西島千博（かずひろ）さん。須
藤夕子さんは、彼を以前にも撮ったこと
がある。ヘアと顔のメイクを整え、撮影
衣装に着替えた西島さんがカメラの前
に立つ。
　どんな感じで撮影するか、大まかなと
ころは編集スタッフと確認ができてい
る。でも、実際の撮影に入ると、夕子さ
んと西島さんの気さくなやりとりを通

して、段取りが進められていった。既知
の関係がなおさら和やかな雰囲気をか
もし出している。
　モデルとカメラマンの打ち合わせと
いうよりも、お互いにきれいな写真を生
み出したという思いがコラボレーショ
ンしている、といった感じだろうか。
　夕子さんは、ああしたい、こうしてほ
しいと強く注文を出すわけではなく、西
島さんのアイデアにもうなずきながら
聞き入れていく。どんなポーズでも、ど
んな動きでも私に任せて、といったプロ
意識が会話の端々にさりげなくチラリ。
　赤いセーターに、白のパンツ。スラリ
と鍛え上げられた西島さんの見事なプ
ロポーションが、夕子さんのカメラで切
り取られ、一種幻想的な美しさが写しだ
される。

「わぁー、きれい」
　思わず、夕子さんもシャッターを切り
ながらため息交じりの歓声。西島さんの
指先まで行き届いた躍動感と優美さが、

夕子さんのカメラの中でときめくよう
に呼吸していた。

▲女性同士ということで、クライアントとの打ち合わせもどことなくなごやかな雰囲気が漂う。

▲「なにか刺激を、ということで、ここ最近は
あえて単焦点50㎜をMFで撮っています」
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今に見ていろよ
待っていろよ

　愛くるしさの芯は、なかなかのしっか
り者である。強く思えば思いはかなう。
夕子さんはその言葉を現実のものとし
て、プロの写真家になった。
　写真は子ども頃から興味を抱いてい
たが、プロになろうという思いは漠然と
したものだった。夕子さんにとってひと
つの転機は、空間デザイナーのアシスタ
ントになった時に訪れた。予定されてい
た「世界都市博覧会」の仕事が頓挫して
しまったのだ。

「明日から来なくてもいいよ」
　その言葉に打ちのめされた。何があっ
ても揺るがないような職に就かなけれ
ば…。「今に見ていろよ。待っていろよ」
という思いが、夕子さんを一歩成長させ
た。「手に職を」という無念さはカメラ

と結びつく。広告代理店にカメラマンと
して入社。そこで、ライティングを基礎
から学んだ。当初は物撮りや企業の広報
誌など堅いものを撮っていた。
　自分の技を磨くだけでなく、プロの写
真家の技を盗もう、近づきになるきっか
けをつくろうと、読者モデルのアルバイ
トもやった。雑誌のインテリア特集で、
自分の部屋を撮ってもらったのである。
その時の女性編集者の仕事ぶりに感動
した。

「本当はこういうことをしたかったん
だ」
　初めて、自分がしたいことに出会えた
思いがした。雑誌の撮影の仕事をしてみ
たいと思った。運も味方してくれた。読
者モデルになった雑誌の編集部から写
真撮影の依頼が舞い込んだのである。実
際に仕事をしてみて、雑誌の仕事のおも
しろさを実感した。

　夕子さんは、自分が本当にやりたいこ
とをやるためにフリーとなった。

「でも、フリーになって仕事があるとい
うありがたさがわかりました。広告代理
店にいた時はグチばかりいっていたの
に」
　振り返れば、一つ一つの仕事がやはり
楽しかった思い出が残る。同じライティ
ングでもカメラマンによって仕上がり
が違うことも再確認した。自分はカメラ
が好きで、人を撮るのが好きで、被写体
を通してその人の歴史を見ることが好
きなのだと思った。
　フリーになって、ライブや式典の記録
なども撮影した。ファッションの撮影も
こなした。だが、ファッションモデルの
撮影を続けているうちに、もっと人間の
多様性、奥深さに触れたいという欲が出
てきた。そこで、職人さんの撮影など、
仕事の幅を広げていった。彼らを撮影し
ている時に、涙が出そうになる感興に襲
われる経験もした。夕子さんの人間観察
力、人間洞察力は確実に深まっていっ
た。

「ポートレートで勝負しよう」
　自分の進むべき道を見定めたのであ
る。

子どもに好かれるのは
自分も子どもだからだと思う

　さまざまなジャンルのポートレート
を撮っている夕子さんは、子どもの写真
で自分の世界を作りつつある。現在の仕
事は雑誌が6割で被写体は大人。カメラ
マンの仕事に慣れてくる一方で、自分の
色を出しすぎて飽きられるという不安
感も増してきた。
　そんな気分を中和してくれるリクラ
イゼーションの役割を果たしてくれた
のが、子どもの撮影だった。

「自分も子どもなのだと思います。カメ
ラを持っていてもいなくても、子どもた
ちが近づいてきてくれますから。私も自
然に子どもたちに近づいていきます」
　子どもを撮ろうと、表情をとらえる瞬
間に光が入る。

「突然写真の神様が降りて来て助けてく
れる世界ある…というような思いを
度々経験しました」
　子どもの撮影は夕子さんの何かを変
えた。自分でも想像していない（写真の）
世界が出現する。それまでの自分は自己
満足の世界に浸っていたのではないか。
それは、ノリで撮っていた段階から、一

◀「話していても、すぐに感動しちゃうんですよね。昔は撮影しながら涙がボロボロ、なんてこと
もありました（笑）」　
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歩前進して撮れるようになった自覚で
もあった。

「子ども写真のほうが（大人の写真より）
評価が高いんですよ」
　夕子さんは3歳の時、京都で外国人観
光客に写真を撮られた。その時のことを
今年の春に亡くなられた夕子さんの祖母
は、30年以上も話し続けていたという。
　「一枚の写真でも、子供たちにとって
一生の思い出になるような経験をあげ
たい、と思うようになったんです」
　もちろん、そのときはただ写真を撮ら
れた、というだけである。しかし、淡い
記憶はいまも夕子さんの中に残ってい
た。
　「子供たちを一瞬でもスター気分にさ
せてあげられたらいいな、という思いか
ら子供の写真を撮るようになった気が
します」
　写真によって愛される。それは、夕子

さんの写真観を形づくっている。

みんなが心地よく感じる
写真が撮りたい

　プロ写真家として仕事をしていると、
どういう写真が売れるかわかってくる。
そして、そういう頭でしか撮れなくなっ
ていた自分に気づく。そこからはプロと
しての生き方、力量の問題になる。
　プロの写真家はモチーフというか、作
風というか自分なりの作品世界をつく
り出す。その世界を賞賛する人もいれ
ば、好意的に評価しない人もいる。プロ
の写真家は、それを受け入れる。自分に
は自分の世界があると思うわけである。
　だが、すべてのプロの写真家がそう考
えているわけではない。

「どんな人が見てもいいとストレートに
言ってもらえる写真、みんなが心地よい

写真が撮りたいですね」

▲「露出はマニュアルで撮ることが多いです。
ピントはEOSのAFを全面的に信頼しています」

▲事前の準備を別にすれば、本番の撮影はワンシーンで10カットほど。とにかく仕事は早い！
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　要するに、万人受けの写真を撮る。そ
れが夕子さんのプロ意識だ。
　今までに1000人ほど撮ってきたか
ら、どう撮ればいいか瞬間的に感知でき
る。そこで被写体（モデル）によってア
プローチを変えていく。変わらないの
は、相手が気持ちいいことが大前提であ
るということである。
　撮影を続けていると、「あっ、言ってし
まった」という地雷を踏んでしまった空
気が支配してしまうことがある。ついつ
い相手に入り込みすぎてしまうのであ
る。慣れてくると、そういうこともある。

「私って、意外に臆病者なんです。だか
ら、謙虚であること、相手に（モデルに）
一目置いてあげることを心がけていま
す」
　夕子さんは、相手に入り込みすぎない
テクニックを覚えた。20代の女性タレ
ントが、モデルとカメラマンという関係
を超えて、友だち感覚をもって夕子さん
のことを自分のブログに書いてくれた
ことを喜ぶ。
　入り込みすぎず、離れすぎもない。そ
れが夕子さんのスタイルだ。それが際立
つのが子どもの撮影なのだろう。相手に
入り込みすぎないという距離感は、女性
でも男性でも変わらない。でも、現実の
男性への関心（恋愛）は「別腹」だと笑
う。
　特に印象に残っている男性の撮影は、
韓国スターのイ・ビョンホン。彼の『甘
い人生』という映画のオフィシャルカメ
ラマンとして行動を共にした夕子さん
は、どんなハードスケジュールにも文句
一ついわないイ・ビョンホンに一流のプ
ロフェッショナルの姿勢とタフさを見
た。
　夕子さんもまた、一流のプロフェッ
ショナルへの道を歩んでいく。今の思い
は「須藤さんに撮ってもらいたい」と

いってもらえること。そして、被写体を
超えること。強く思えば思いはかなう。
　世界中に笑顔があるところ、そこに、

須藤夕子のカメラが微笑む。

■取材・文：石井 健次
■写真：織本 知之

●取材機材
オリンパスE-3  同E-500
ZUIKO DIGITAL ED9〜
18㎜F4.0-5.6
ZUIKO DIGITAL ED14〜
54㎜F2.8-3.5Ⅱ

［ 須藤さんの撮影機材 ］

■�ボディ：キヤノンEOS-1Ds MarkⅢ  
同EOS-1D MarkⅡ

■�レンズ：EF50㎜F1.4  同35㎜F2.8  
同28〜70㎜F2.8L  EF100㎜F2.8
マクロ

■�その他：エプソンP-2500  ミノルタ 
カラーメータⅢF  フジフイルム  
チェキ

▲「レタッチもひと通りはこなします。でも、そこそこかな？　専門家にはかないませんから」
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